
 

      

１、３/２３時点での PCR 検査、各種相談 

 検査実施数は 92 件（前日までの結果判明分）、内陽性は 5 件。（別途神戸市発表分陽性 1 件あり） 

●新型コロナに関する医療的な相談については 市保健所（帰国者・接触者相談センター） 

【電話】０７９８－２６－２２４０ 【受付時間】8 時 45 分～21 時 00 分（平日・土・日・祝日） 

●その他コロナに関する一般的なお問い合わせは、次の電話相談窓口  

【電話】０７９８－３５－３４５６ 【受付時間】8 時 45 分～19 時 00 分（平日・土・日・祝日） 

２、国による緊急対応策第 2 弾が発表され、市補正予算成立 

市で対応するため今年度及び新年度補正予算が 3 月 23 日議会最終日で提案採択されました。今

年度分は、保育所等児童福祉施設が感染拡大防止のため購入した備品（空気清浄機等）等の経費を

補助（１施設上限 50 万円、236 施設分）で約 1 億 2 千万円と予備費 1 億円。新年度分は下記３の

通り、市融資制度の拡充と相談員（融資、労働部門）の拡充を行う約 5,330 万円の追加です。 

３、中小・小規模事業者に対する市制度融資の拡充 （実質無利子無担保へ） 

 市の中小企業融資制度の対象要件を満たす事業者で、コロナの影響により最近 1 か月間の売上高

等が前年同期に比べて 5％以上減少している事業者に対し、既存市融資制度の一部（下の表）に市

が利子補給及び信用保証料の負担を行う、緊急経済対策が実施されます。 

●上記の市制度とは別に、下記４の県制度のほか、新たに国の緊急対応策第２弾による、実質無利

子無担保の資金繰り支援制度が創設されました。 

【問い合わせ】市商工課 ０７９８－３５－３３２６ 土日祝を除く 8：45～17：30 

４．事業者向け県融資制度 

1 年以上同一事業を営む中小企業者及び組合等で、最近 1 ヶ月間（今年１月以降の１か月間）の

売上高等が前年同期に比べて 5％以上減少している方を対象に県制度融資【経営円滑化】貸付が新

設実施されます。（裏面に続く） 

 

 

 

 

取扱期間 4/1 申し込み受付分から 6/30 融資実行分まで。但し、2/25 までさかのぼって適用 

資金名 ①小規模事業資金 ②短期事業資金融資 

融資限度額 ３００万円 １，０００万円 

資金種別 運転資金・設備資金 運転資金 

返済期間 ７年以内 １年以内 

貸付利率 １．４％ １．６％ 

利子補給 【新規】３年間利子補給 【新規】全額利子補給 

信用保証料 市が全額負担 【新規】市が全額負担 

想定件数 約３００件 約５０件 

市ホームページをご覧になれない方

等のため、市発表の情報等をもとに

現在⑤までニュースを発行していま

す。今回の⑥は再掲が中心です。 
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県融資制度の取り扱い金融機関へ（西宮市内のほとんどの金融機関が取り扱っています。） 

問合せ先は、  産業労働部産業振興局地域金融室 電話番号：078-362-3321 

または最寄りの県民局・県民センター商工労政担当課 

5、学校休業に伴う保護者の休業支援助成金制度の創設 

（1）コロナ対応として臨時休業した小学校、特別支援学校等に通う子ども 

（2）コロナに感染した、または感染した恐れのある小学校等に通う子ども 

の世話を、保護者として行うことが必要となった労働者に対し、 

●事業主向け  有給休暇とは別途、有給の休暇を取得させた事業主に対する助成金制度を創設。 

【助成内容】2020 年 2 月 27 日から 3 月 31 日において、支払った賃金相当額×１０／１０ 

1 日 1 人当たり８，３３０円を助成の上限とする。（大企業、中小企業ともに同様） 

●委託を受けて個人で仕事をする人向け  

【助成内容】2020 年 2 月 27 日から 3 月 31 日間で、就業できなかった日について、1 日当たり 

 ４，１００円（定額） 

【申請期間】3/18～6/30【問い合せ先】学校等休業助成金・支援金等相談コールセンター 

０１２０－６０－３９９９（毎日９：００～２１：００） 

６、新型コロナウイルスに便乗した詐欺にご注意ください！ 

「マスクを無料送付する。確認をお願いします」などという新手の詐欺が横行しています。心

当たりのない送信元からの怪しいメールや SMS が届いても、反応しないようにしましょう。 

 

市は 2 月 27 日に災害対策本部を立ち上げ、市議会も 3 月 2 日災害対策支援本部を設置。支援

本部役員会議（正副議長、正副議運委員長、各派代表者で構成）を 3/3～13 日まで土日を除く毎

日開き、市から報告を受け、議員からも要望や提案を行いました。 

★市備蓄マスクを医療、介護、保育分野に配布 

 感染リスクが高い医療、介護、保育の分野でマスク不足が生じました。市は備蓄から 20 万枚緊

急配布することにし、9 日には医師会等医療 3 団体に配布、15 日頃までに介護施設・事業所と民間

保育所等に届けられました。党議員団が直接要望を受けたある保育所からは、「300 枚届いた。あり

がとう」とお礼の電話がありました。 

★学校休校問題で、「3 月中に登校日」実現 

 3月 3日から春休みまで小中高校、特別支援学校が一律休業となり、混乱と不安が広がりました。

小学校は 26 または 27 日に、中学校は 24 または 25 日に、通知表の手渡しや、新学期に向けての

連絡などを行う登校日（出席欠席扱いをしない）が実現しました。 

現場の教員や、党議員団の意見、要望が実りました。 

★子どもたちの外遊びについて 

 「近隣を散歩したり、公園で体を動かしたりするなど、部屋の中で過ごす時間と外へ出る時間を

バランスよく使って、気分転換をすること」は国や市によっても推奨されています。また、当該小

学校の児童を対象に校庭開放が 23 日～25 日のいずれも 13：00～16：00 で行われます。 


